
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 ２０１３年７月１４日              NO,３６１ 

 

 裁判所前のスーパーマーケッ 

ト・フレッセイの駐車場に一本 

のカシの木と赤い鳥居と石宮が 

ありますが、むかしこのカシの 

木には白い蛇が住んでいたとい 

われています。 

 その家の主人が、お酒をあげ 

たら白い蛇が出てきて、そのお 

酒をなめたという言い伝えがあ 

るので、この木は今でも切らな 

いそうです。 

 材木町の神明宮の歴史は古く、 

真田氏時代の地図にも記載されていますが、詳しい資料は残さ

れていないといわれています。 

                 かってこのあたり一体

は、「いせの森」とよば

れ、大杉におおわれてい

ました。 

                  道路の開通により、町

が大きく発展したこと

により、当時の面影もう

すれてしまいました。 

 
こ
ん
に
ち
は
。
原
発
を
推
進
す
る
安
倍
政
権
が
望
ん
で
い
た
と
お
り
、
再
稼
働
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
新

し
い
「
基
準
」
が
つ
く
ら
れ
施
行
さ
れ
た
と
た
ん
、
電
力
会
社
が
い
っ
せ
い
に
再
稼
働
を
申
請
し
ま
し
た

が
、
ま
さ
に
「
ザ
ル
」
基
準
へ
の
「
悪
乗
り
」
そ
の
も
の
で
す
。 

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
、
原
発
の
安
全
性
が
保
障
で
き
ず
、
地
元
の
了
解
が
得
ら
れ
な
く

な
っ
た
た
め
大
飯
の
２
基
を
の
ぞ
く
、
４８
基
の
原
発
は
停
止
し
た
ま
ま
で
す
が
、
福
島
の
事
故
は
い
ま

だ
に
収
束
の
メ
ド
も
立
た
ず
、
事
故
の
く
わ
し
い
原
因
も
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

新
基
準
は
、
大
事
故
が
起
き
て
も
放
射
性
物
質
を
薄
め
る
フ
ィ
ル
タ
ー
つ
き
の
排
気
装
置
な
ど
を
備
え 

れ
ば
、
被
害
は
拡
大
し
な
い
と
し
た
だ
け
で
、
し
か
も
「
加
圧
水
型
」
の
原
発
に
は
、
そ
の
設
置
を
５
年

間
猶
予
し
て
お
り
、
再
稼
働
を
申
請
し
た
す
べ
て
の
原
発
は
「
加
圧
水
型
」
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

再
稼
働
を
求
め
る
理
由
は
、
火
力
発
電
で
は
燃
料
費
が
か
さ
み
、
経
営
を
悪
化
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
命
よ
り
経
営
を
優
先
さ
せ
る
姿
勢
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 津軽三味線の演奏活動をおこなっている「鈴友会」の

演奏会が７日、光清寺本堂でおこなわれました。 

 今回で８日目となる演奏

会は、日ごろ練習に励んで

いる会員の演奏会で、多く

の人が津軽三味線の音色に

聞き入りました。 

 今回は、２０曲以上の演

目が披露されました。 

 「核兵器のない世界へ２０１３年国民平和大行進」の

利根郡内の町村から沼田公園まで歩く「網の目平和行

進」が７日おこなわれました。 

 １０日には、渋川市役所ま 

での行進がおこなわれました。 

沼田市役所の出発式では市 

長と副議長が参加者を激励し 

ました。 

 選挙の時に政党、候補者を選ぶものさしは、国民にウソをつかない、公

約は守る、ブレない、の３つです。 

 今度の参議院選挙は、憲法改定、消費税増税、原発再稼働、ＴＰＰ参加、

雇用問題などこれからの日本の進路を決め、国民のくらしに大な影響を与

えます。棄権することなく、しっかり考え投票に行きましょう。 

 日本共産党は、国民の願いにこたえ、くらしを支える新 

しい政治の実現をめざし全力でがんばります。 

期日前投票（２０日まで）は、市役所、白沢町と利根町 

の振興局で午前８時３０分～午後８時までおこなっていま 

す。（白沢町と利根町の振興局の期日前投票は１５日からです） 

 ６月定例市議会の一般質問で市長は、地域自治区設置による成果として

「椎坂トンネルの１１月末開通、輪組輪久原線の道路改良工事をすすめる

ことができた。庁舎から遠距離にある地域の対応を今後さらに考えていく

必要がある」と答えました。 

 さらに大東議員は、振興局から支所への変更について地域にしっかり説

明し、理解を得るよう求めました。 

 市長は、「支所については、１年間かけて検討していかなくてはならない

と考えている」と答えました。 

 


